
乳がん患者さんへの

遺伝カウシ健Id)ング外来を始めま♭た!

乳がんは女性のがん第1位であり､その中のおよそ10%は遺伝性乳がん(乳がん
にかかりやすい遺伝子を持つタイプ)と言われています｡

遺伝カウンセリング外来で受けられること
■　家族歴を作成し､遺伝性のリスク(高い･中･低い)を説明します｡

『　遺伝性のリスクから､遺伝子検査を受けるメリットとデメリットについて説明します｡

■　遺伝子検査を受けなくても､今後受けた方がいい検査･治療の情報を説明します｡

r　自分の遺伝性のリスクから家族への影響を知り､どのように伝えるか-緒に考えます｡

次のどれかにあてはまる場合は､

カウンセリング外来の受診が勧められます
ロ　乳がんの発症が50歳以下

口　トリプルネガティブ乳がん

ロ　ひとりで2つ以上の原発性乳がん

ロ　卵巣がん

ロ　男性の乳がん

ロ　乳がんを発症したことがあり､かつ､次にあてはまる血縁者がいる

･　50歳以下で乳がん発症

･　卵巣がん

･　乳がんおよびすい臓がんが2人以上

カウンセリング外来の予約
･乳がんの治療を受けた､又は､これから受ける患者さんが対象です｡

･完全予約制　自費診療になるため､ 30分につき3,000円です｡

･遺伝子検査:患者さんは210,000円～270,000円　ご家族は50,000円です｡

･カウンセリング外来の予約は､外科外来か化学療法室の看護師に連絡下さい｡

電話での問い合わせは､対応していません｡
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